
別
添
１ ※
１

）
　

管
内

通
学

路
に

位
置

す
る

国
道

は
2
1
9
号

及
び

2
6
5
号

、
県

道
は

一
般

県
道

3
1
6
号

小
川

越
野

尾
線

で
あ

る
。

※
２

）
　

管
内

通
学

路
を

運
行

す
る

村
営

バ
ス

路
線

は
、

小
川

線
、

上
米

良
線

、
湯

前
線

で
あ

る
。

№
路

線
名

箇
所
(
住
所
)

通
学
路
の
状

況
・
危
険
個
所

対
策
の
内
容

実
施

主
体

対
策

年
度

対
策

実
施

状
況

対
策

へ
の

評
価

1
国
道

2
6
5
号

竹
原

バ
ス
停
付
近

国
道
2
6
5
号
を
通
過
す

る
車
両
が
速
度
を
出
し

て
お
り
、
横
断
歩
道
も
な
い
た
め
村
道
一
番

之
久
保
線
か
ら
国
道
2
6
5
号
の
歩
道
へ
の
横
断

等
が
危
険

横
断
す
る
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

検
討
を
行
う

村

2
国
道

2
6
5
号

元
米

良
橋
の
下
流

歩
道
が
な
く
車
と
の
接
触
が
懸
念
さ
れ
る

安
全
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

県
H
2
6

ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾙ
の

改
修

(
撤

去
)

を
行

い
歩

道
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ
を

確
保

一
部

歩
道

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ
は

確
保

さ
れ

た
が

、
依

然
と

し
て

路
側

帯
が

狭
く

車
と

の
接

触
が

懸
念

さ
れ

る

3
国
道

2
6
5
号

剣
道

場
前
付
近

カ
ー
ブ
で
見
通
し
が
悪
い
う
え
に
ス
ピ
ー
ド

超
過
や
大
型
車
の
通
行
が
多
く
危
険

道
路
標
示
に
よ
り
通
行
車
両
へ
の
注
意
を
促
す

県
H
2
6
・

H
2
7
H
2
6
に

速
度

注
意

の
文

字
表

示
、

H
2
7
に

減
速

マ
ー

ク
の

整
備

を
実

施

標
識

は
整

備
さ

れ
た

が
、

十
分

に
確

認
せ

ず
に

進
行

す
る

車
両

が
散

見
さ

れ
、

児
童

生
徒

等
の

さ
ら

な
る

安
全

確
保

が
課

題

4
国
道

2
6
5
号

田
之

元
村

営
住
宅
の
横

断
歩

道
付

近
大
雨
の
際
に
、
山
か
ら
の
水
や
土
砂
が
通
学

路
に
流
出
し
危
険

被
災
時
は
通
学
路
を
川
側
に
変
更
す
る

土
砂
流
出
の
際
は
迅
速
に
撤
去
す
る

学
校

県

5
村
道

２
号

線
中

学
生

通
学
路

山
側
の
側
溝
に
蓋
が
な
く
車
両
が
川
側
に
接

近
し
て
走
行
す
る
た
め
、
川
側
を
登
下
校
す

る
生
徒
と
の
接
触
事
故
等
が
懸
念
さ
れ
る

側
溝
に
蓋
を
整
備
す
る

村

6
村
道

２
号

線
中

学
校

正
面
階
段
付
近

カ
ー
ブ
で
見
通
し
が
悪
く
、
内
側
を
走
行
す

る
車
と
の
接
触
事
故
が
懸
念
さ
れ
る

カ
ー
ブ
付
近
に
ポ
ー
ル
を
設
置
し
通
行
車
両
へ
の

注
意
を
促
す

村

7
村
道

２
号

線
中

学
生

通
学
路
全
般

山
手
の
土
砂
崩
れ
等
が
発
生
し
た
場
合
に
逃

げ
場
が
な
く
危
険

早
め
の
避
難
を
行
う

落
石
等
の
防
護
や
防
災
対
策
も
含
め
改
修
の
要
望

を
行
う

学
校

村

8
国
道

2
1
9
号

石
櫃

バ
ス
停
付
近

車
両
の
通
行
量
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
ス
ピ
ー

ド
超
過
車
が
多
く
危
険

制
限
速
度
6
0
k
m
の
区
間
で
あ
る
こ
と
を
啓
発
し
日

頃
か
ら
の
注
意
を
促
す

学
校

警
察

平
成
2
8
年
度
　
西
米
良
村
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ

ム

（
通
学
路
合
同
点
検
　
要
対
策
箇
所
）
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